
令和２年度

教育課程研究集会
小学校 社会

奈良県教育委員会事務局 学校教育課
指導主事 野瀬 彰



本日の内容

学習指導要領（社会科）における

１ 学習評価の基本的な考え方

２ 学習評価の進め方

3  学習評価の事例研究



本日の参考資料

「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関
する参考資料

国立教育政策研究所

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/
hyouka/r020326_pri_shakai.pdf



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

育成すべき資質・能力の三つの柱

参考資料 Ｐ６



小学校学習指導要領解説 社会編 P６ 資質・能力の具体的な内容

・「知識・技能」については、社会的事象等に関する理解などを図るための知識と社会

的事象等について調べまとめる技能

・「思考力・判断力・表現力等」については、社会的事象等の意味や意義、特色や相互

の関連を考察する力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想する力や、

考察したことや構想したことを説明する力、それらを基に議論する力

・「学びに向かう力・人間性等」については、主体的に学習に取り組む態度と、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵養される自覚や愛情

学習指導要領社会科の改訂の趣旨



社会科における内容構成の改善
【平成２０年告示の学習指導要領】 第５学年 ２ 内容
（１）我が国の国土の自然などの様子について、次のことを地図や地球儀、資料などを活用して調べ、国
土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。
ア 世界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国の位置と領土
イ ウ エ 省略

【平成２９年告示の学習指導要領】 第５学年 ２ 内容
（１）我が国の国土の様子と国民生活について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項
を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ア)  世界における我が国の国土の位置、国土の

構成、領土の範囲などを大まかに理解するこ
と。

（イ）省略
（ウ）地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめ

ること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

(ア)世界の大陸と主な海洋、主な国の位置、海洋
に囲まれ多数の島からなる国土の構成などに
着目して、我が国の国土の様子を捉え、その
特色を考え、表現すること。

(イ)省略

平成20年告示、平成29年告示学習指導要領より作成



社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際

社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎

を次のとおり育成することを目指す。

⑴ 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史

や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を

通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

⑵ 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把

握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選

択・判断したことを適切に表現する力を養う。

⑶ 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うと

ともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員

としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自

覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。

小学校社会科の目標



評価の観点の整理

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

＜平成２０年改訂＞ ＜平成２９年改訂＞

参考資料Ｐ６



参考資料
参考資料Ｐ８



社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会

に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のと

おり育成することを目指す。

⑴ 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史

や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を

通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

⑵ 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把

握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選

択・判断したことを適切に表現する力を養う。

⑶ 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うと

ともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員

としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自

覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。

小学校社会科の目標



課題を追究したり解決したりする活動例

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）
（中教審第197号） 別添資料より作成



学習評価の進め方の例

参考資料P35

１ 単元の目標を作成する

２ 単元の評価規準を作成する

３ 「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

４ 観点ごとに総括する



参考資料P35



小学校社会科の内容のまとまり

参考資料P27



「内容のまとまりごとの評価規準」作成例
例 第４学年 （２）「人々の健康や生活環境を支える事業」

学習指導要領 ２ 内容
知識及び技能

ア 次のような知識及び技能を身
に付けること。
（ア）飲料水、電気、ガスを供給
する事業は、安全で安定的に供給
できるよう進められていることや、
地域の人々の健康な生活の維持と
向上に役立っていることを理解す
ること。

内容のまとまりごとの評価規準 例
知識・技能

・飲料水、電気、ガスを供給す
る事業は、安全で安定的に供給
できるように進められているこ
とや、地域の人々の健康な生活
の維持と向上に役立っているこ
とを理解している。

参考資料P32



参考資料P35



学習評価の進め方の例

参考資料P35

１ 単元の目標を作成する

２ 単元の評価規準を作成する

３ 「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

４ 観点ごとに総括する



単元の評価規準作成のポイント

参考資料P36

（１）知識・技能
・「～を調べ、～まとめ、～理解している」などと知識と技能を関連
付けて評価規準を作成する。

→社会科は、資料から情報を読み取り社会的事象の様子を具
体的に理解すること、また、調べたことを基に考え、社会的事象
の特色や意味などを理解することが大切である。



単元の評価規準作成のポイント

参考資料P36

（２）思考・判断・表現
①「～に着目して、問いを見いだし、～考え表現する」
＝「追究場面」における評価
②「～比較・関連付け、総合などして、～考えたり、学習したことを
基にして、選択・判断したりして表現する」
＝社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、
社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関
わり方を選択・判断したりする「解決場面」における評価



単元の評価規準作成のポイント

参考資料P37

（３）主体的に学習に取り組む態度
□二つの側面
①知識及び技能や、思考力、判断力、表現力等を身に付けることに向
けた粘り強い取組を行おうとする側面

②粘り強い取組を行う中で自らの学習を調整しようとする側面

□学習過程に沿って、学習状況を捉えるように評価規準を作成する
①社会的事象について、予想や学習計画を立て、学習を振り返ったり、
見直したりして、学習問題を追究・解決しようとしているか
②よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとしているか



事例１ 例 第4学年内容（２） 「廃棄物を処理する事業」

参考資料P43

□キーワード
・指導と評価の計画から評価の総括まで
・「知識・技能」の評価

□事例の内容
１ 単元の目標及び評価規準
２ 指導と評価の計画
３ 単元の目標に準拠した総括的な評価
の流れを示している



２ 単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的な学習に取り組む態度

①処理の仕組みや再利用，県
内外の人々の協力などにつ
いて，見学・調査したり地
図などの資料で調べたりし
て，必要な情報を集め，読
み取り，廃棄物の処理のた
めの事業の様子を理解して
いる。

②調べたことを白地図や図表，
文などにまとめ，廃棄物を
処理する事業は，衛生的な
処理や資源の有効利用がで
きるよう進められているこ
とや，生活環境の維持と向
上に役立っていることを理
解している。

①処理の仕組みや再利用，県
内外の人々の協力などに着
目して，問いを見いだし，
廃棄物の処理のための事業
の様子について考え表現し
ている。

②廃棄物を処理する仕組みや
人々の協力関係と地域の良
好な生活環境を関連付けて
廃棄物の処理のための事業
の果たす役割を考えたり，
学習したことを基にごみを
減らすために，自分たちが
協力できることを考えたり
選択・判断したりして表現
している。

①廃棄物を処理する事業につ
いて，予想や学習計画を立
て，学習を振り返ったり見
直したりして，学習問題を
追究し，解決しようとして
いる。

②学習したことを基にごみを
減らすために，自分たちが
協力できることを考えよう
としている。

参考資料P44



参考資料P45

どの観点を
どんな方法で見取るのか



参考資料P45



参考資料P4６



参考資料P４６



参考資料P５１



最後に

「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関
する参考資料

国立教育政策研究所

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/
hyouka/r020326_pri_shakai.pdf


